



























Empirical Analysis of the Wagyu Cow Increase System













































































































































⼩ 計 １〜４頭 ５〜９ 10〜19 20〜49 50以上
6,461 2,860 1,430 1,270 653 248
100.0 44.3 22.1 19.7 10.1 3.8
5,948 2,340 1,590 992 774 252
100.0 39.3 26.7 16.7 13.0 4.2
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平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
施設野菜 1,078,185 984,729 1,113,865 1,077,643
穀物類 24,537 20,204 13,903 13,103
果樹 160,078 172,803 186,773 201,789
露地野菜 142,119 151,318 149,414 162,703
畜産 1,123,092 1,431,504 1,498,109 1,568,199
































分業化推進 ◎ 〇 ◎
事故率低減 ◎ 〇 〇
⻫⼀性向上 ◎ 〇 〇
増頭効果 ◎ ◎ ◎
完全預託 ◎ ― ◎
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平均価格 平均価格 価格差 平均価格 価格差
平成18年 579,049 559,773 ＋19,276 520,799 ＋58,250
平成19年 548,424 544,308 ＋4,116 505,769 ＋42,655
平成20年 480,912 467,713 ＋13,199 422,221 ＋58,691
平成21年 420,950 412,590 ＋8,360 368,096 ＋52,854
平成22年 442,042 429,090 ＋12,952 392,379 ＋49,663
平成23年 457,929 446,817 ＋11,112 424,500 ＋33,429
平成24年 455,434 445,611 ＋9,823 409,765 ＋45,669
平成25年 509,444 502,310 ＋7,134
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平均価格 平均価格 価格差 平均価格 価格差
平成18年 579,049 559,773 ＋19,276 520,799 ＋58,250
平成19年 548,424 544,308 ＋4,116 505,769 ＋42,655
平成20年 480,912 467,713 ＋13,199 422,221 ＋58,691
平成21年 420,950 412,590 ＋8,360 368,096 ＋52,854
平成22年 442,042 429,090 ＋12,952 392,379 ＋49,663
平成23年 457,929 446,817 ＋11,112 424,500 ＋33,429
平成24年 455,434 445,611 ＋9,823 409,765 ＋45,669
平成25年 509,444 502,310 ＋7,134
平成26年 565,577 560,265 ＋5,312
資料：JA綾町提供資料より作成。
綾町(キャトルステーション含む) 宮崎県
未公表
未公表
表５  キャトルステーションと宮崎県の肥育⽜の⾁質⽐較
（単位：％）
５等級率 上物率
キャトルステーション 23.6 73.6
宮崎県 25.4 71.0
キャトルステーション 30.3 82.6
宮崎県 30.1 76.0
キャトルステーション 47.8 89.1
宮崎県 32.8 80.4
注：上物率は、全体に占める４、５等級の割合。
資料：キャトルステーションについてはJA綾町提供資料の数値、宮崎県に
   については⽇本⾷⾁格付協会の宮崎県⿊⽑和種去勢⽜の数値である。
25年度
26年度
27年度
図７ 綾町肉用牛総合支援センターの
母子預託施設の機能図 
資料：ＪＡ綾町提供資料より作成。
資料：JA 綾町提供資料より作成。
5 
 
 
 
図８ 
図８ 綾町肉用牛総合支援センターの 
不妊・育成牛預託施設の機能図 
資料：ＪＡ綾町提供資料より作成。資料：JA 綾町提供資料より作成。
83
の解消に大きな効果を発揮し、町内の分娩間隔短縮と受
胎率向上に大きく貢献していた。
　これらの官民連携による同一農協内の多様な取組みの
システム化は他地域のモデルとして高く評価される。
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我が国の食肉産業を支える繁殖雌牛増産システムの実証分析
